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カーフハッチで飼育した乳用子牛の   

発育と行動に対する季節の影響  
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Growth and Behavior of Dairy Calves under  
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摘  要  

カーフハッチを用いて子牛を飼育した場合，季節の違いが子牛の発育および行動にどのよう  

な影哲を及ぼすかについて検討するため．ホルスタイン種雌子牛26頑を順次供試し，12過齢  

まで飼育Lた。飼料は生後5日間細孔のみとし．以後令乳を42日齢まで定量哺乳（dkg／口），  

人工乳は2．5kg用（冬季3．Okg／日）を上限として給与し，乾草は良いまま自由採食させた。  

十年の行動は，連続24時間の肉眼観察を行なし－，冬季はタイムラブスビデオを使用Lた。   

試験期間巾の外気温は8月の最高気温㍊DCと2月の最低気塩290Cの範囲で変動し，ハ  

ッチ内気温は外気温より常に2～TIC高かった。7～10月に生れた子牛12頭（A群）と11月  

以降ヰれた14頭（B許）の尭育を比べると，哺乳切掛こおいて季節と増体竜にやや関連は認  

められたが，総体的に気象環境の影響は少なく．子牛の発育，健康とも良好に推移した。離乳暗  

までの人工乳摂取量は，B群の方が約30％多く摂取した。子牛の格臥時間は1日の約7Q％で，  

その人部分をハッチ内で過しており，冬季はハッチ外横臥時間が極めて少なく．他の季節間に弄  

ほなかった。一方，起立時間はハッチ内・ハッチ外とも1日3～4時間で，冬季のハッチ内起  

立時間が幾分良くなる傾向があった。時刻別に行動パターンを見ると，冬季は起立時間が日中  

に長く，夜間は少なかった。さらに．日光の射す8～14時頓までハッチ外に出る時間が長く、夜  

間は非常に少なくなる傾向があり．子牛は固育季節による気象環境の違いに対し，かなり柔軟塞  

行動的対応を示すことがうかがわれた。   
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子牛には人工乳を0．5kg用増量給与した。乾草は．  

6、口齢よりオーチャードグラス主体2番刈乾草を長い  

まま与え自由採良させた。飲料水は6適齢まで無給与，  

以後8適齢まで射噂／日，12適齢まで10kg／Rとし  

朝夕バケツ給水．冬季間は患湯（約貯C）を用いた。  

歯型塩は自由摂取とした。   
測定調査項目＝試験期間中のハッチ内温度は，最高・  

最低温度計をハッチ側面中央部に取付け毎朝留時に測  

鼠外気温は本学附属農場義家観測表ぬ数値を参照し  
た。   

発育値については．焦時およぴ2題齢毎に体重を測  

定，人丁乳帯地量は毎朝給餌前に残量を秤竜L．前日  

給与量より算出した。   

子牛叫子動観察軋 7－10月と12－5月の2期良こ分  

け，前期ほ主として抜臥時間・付置について．約18日  

間偏で5分毎の24時間連続肉眼観察を行なった白夜問  

は必墓北風㍑て懐中電灯を使用Lた。後期は，ハッチ  

前方3mの木偶に監視用テレビカメラけショナル．  

WV1250一へ）と401V白色電球（夜間常時点燈）を  
設置し，タイムラブスビデオ（臥NV一郎3D）ノ・タイ  

ムデイトジ ェネレーター（同．W．ト880）に接続して  

行動と共に時刻を収録した。横臥時間・、拉養佗ついて  
は5分間隔で録両テープを再生し項目別に分類・記載  

した。なお，観察は瞳臥吹雪等の日を避け，比較的  

安定した気象環境のもとで行なった。   

子牛の→般的な健康状態を知るため，排泄真の性状  

を毎日観察し、．さらに発咳する個体の番号をそのつど  

記録した。  

結果と 考察   

】・外気温とハッチ内温度  

1979年7月から翌咋5月までの月平均舞温患よび  

観測月の最高・最低気温の推移を表1に示した。外気  

温は8月の最高気温＋380Cと2月の最低気温－290C  
の範囲で変動しており，平均気温からみた雇・冬の較  

差も約33白Cと人きい。そ▲こで．季節ととの外気温と  

ハッチ内患虔の関係を知るため．木製およがペールハ  

ッチの双方巷使用している8月20日からg．月g9口，  

1月20Rから2月29日までの2時期について，平均  

日展高・壊低温度を比較した。表2にみられるように、  

最高・最低温度ともハッチの瓶類による温度較差は  
0．甘～1＿8ⅥC上小さいが，外気温に比べ最高温度は夏  

6～7dC，冬5－6－Cハッチ内温度が高い。一方，意   

DAⅥ＄′ら上〉は．5種類の異なる哺育施設で子牛を飼  

育した10年間の記録（348例）を整理・分析L．死  

亡率・催病率低Fという点で．戸外に設置する簡易施  

設が極めて良好な成観であることを1卿年代当初既  

に認めているれその後多くの研究者2▼る）により，子牛  

の発乱塵嘩．飼料利用性および作業性などの面から  

噂育施設間の棉連について検討が加えられ，従来から  

の畜舎内育成方式に比べ，舎鮎こ設置する移動可能な  

個別ペンでの飼育は，やや飼料効率が低下し，悪天候  

Fでの作業は快適でないなど欠点はあるものの，子牛  

を健康に育てうるという点で，より育成効果の商い方  

法であることが示された。近咋，同哺育施設をカーフ  

ハッチ（以下ノ、ッチと略）と呼称するようになり，米  

国・カナダなと凛家の実用技術として定着している鈍  
気象条件の厳しい一部寒冷地填ではハッチの使用を推  
奨できないとの報告9）もある。   

そ乙で本研究は，ハ・リチ♂J地域適応性という観点よ  

り．冬季極めて寒冷となる十勝地方でも哺育・育成が  

可能かどうかを詞毒するため，通年ほぼ同一管理条件  

で子牛を詞蒸し．発育．健康および一部行動と飼育季  

節と′の関掛こついて検討した。  

材料 と 方法  

供試子牛：帯広畜産大学附属農場において．1979年  

7片から翌年3月までに山生したホルスタイン轟雌子  

牛26頭を順吹伐試した。   

収容施設：合板を用いた木製ハッチ（幅1．2叫奥  

行営．4、恥高き1，2m）4個と同サイズのベールハッ  

チ（側面重梓梱包，屋船 台板）6個の2種板を使  

用した。各ハッチとも前動こ運動場（1．2mx2J日加）  

を付設し．7－10月はハッチの山人口を東方に向け．  

＝月以降は南方に向け成牛舎から約3αm散れた芝地  

上に設置した。なお，人工乳用飼稽・草梨はハッチ内  

に取付け，敷料としてノコクズ・麦稗を併用した。   

飼養菅卵：供試′子牛は出生後a～加時間以内にハッ  

チに収容し，12週齢まで飼育した。飼料は初乳を律時  

より5口搬まで，全乳は6日齢から42日齢まで，ニッ  

プル付哺乳ボトル（Alb町Smilling，カ▲－フマンナ）  

を用いて，1日 4kg午前9時、T後5時の2同定皇  
哺乳を行なった。人⊥乳（くみあい飼料，ミルフード  

B）は6日齢より給与し，42日齢までは自由採食、離  

乳後身適齢まで2．Okg／日，12過齢まで2．5kg／日を  

上限として1Rl回給与したっ なお，11月以降生れの  

22  
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嘉1試験期間中の月平均気温と最高・最低気温（PC）   

iO  ll  12   1   2  3  4  5  観測月  7  8  9  

11．3  2．8 －3．5 －7．3 －11．1 －1・2  4・112■5  平均気温1）17．7 21．716・2  

4，0 17．0 16・2 38tl  24．5 19．0 12．5  6．5  最高気温2） 32．0 33．0 27．0  

29．0 －1軋0 －10－D －3．8  最低気温Z） 5．5 5．0 川 一5・0 16・5 20■5 ‾27・5  

l）午前9時に観測した気温の月平均  
2）観観月における最高・最低気温  

表2 外気温とカ←フハッチ内温度の関痍（8C，平均値±捷準偏差）  

1g80．1．2D－198D．2．29  1979．臥20～1979．9．29  

最高温度  最低温度  最高温度  最低温度  

外 気 温  22．4土3．3  9．2±4．2  －1－7±乱3 21▲1±6・7  

4．4±3．4 ・17．4±6．2  木製ハッチ内  28．2±3一口 10・5±3・9  

3．6±3，2  －18．0±5．8  ペー／レハッチ内   29．5±4．0 12．3十3．7  
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適  齢  
図1人「乳摂取崇の推移  

従来から哺乳子牛の適温域は13－25dc，生産環境  

限界は5～32－Cの範凶といわれており1り1），屋外で  

ハッチ飼育される初生子牛にとって12～3月の低温は．  

夏季の高温に比べ極めて厳しい生活環傾と判断される。   

2．子牛の飼料摂取と発育・健康  

（り 人工乳摂取 7月から10月生れ12頗（以下．  

A群と略）とl】月から3月生れ】4頭（以下，B群と略）  

の子牛の1頚当り平均人工乳摂取量の推移を適齢毎に図ユ   

低塩度も夏1～30C、，冬3～4qC高い数値を示した∂   

本試験では汁刺していないが，ほ～3月か、ッチ床  

塩味は敷料の発軌子牛の体温の影響により，ハッチ  

内温度より約9～150C高くなるとの報告8）もあり，  

良質な敷料を随時追加することにより．冬季の寒さを  

幾分和らげることが可能であろう托 しかしt夏季は外  

気温よりかなり高温になるため，ハッチ奥壁の開放な  

どの対策日）ら考えられている。  
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表3 子牛の人工乳異様摂取蜃と日堵体登（平均値±標準偏差）  

l－2   l～4  i－6  1～8  1－12  

A 群 仇gl±8．49 6▲08±2．2616．51±4．28 42．飢±5．百1112．8±6，61  

B 群 1．24±0．77 8．21土3．48 21．65±6．粥 5】．92±臥02130．6±12．92  
人工乳摂取量（kg）  

8
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463±1（】1  572±89  677±朗  8㈹±58  

437±94   574±63  687±48  811±51  
日増体量（g／日）  

に示した。両群とも6適齢まで直線的に激増し，人工乳自  

由採食下での呼酢な傾向が認められる。また，A硝化比  

べB群の増加播恰は大きく．連続3日間の平均摂取日蜃が  

5晦以上となる日掛まA群26・5に射し古称まZ豆．8と約  

4日程早い結果となった（N．S．〉。7加以降，両群とも  

離乳により摂取勤ま急速に伸び．9週給頃より制限給与  

童付近で安定している。WÅ脚IGlくらの報告叫こよると．  

凝痩飼料摂取日量が4部g以上となる日掛まハッチ子牛  

為．2であり、，審議駿のB群と比べ約1週間捉遅くなっ  

ている。この濃いが寒冷の程度や固型飼料の質・形状  

の相異によるらのかは明らかでない。   

菱3に示されるように．両群の人工乳累穏摂取量の  

羞は、，週給とともに拡大し，6過齢ではA悪筆16．5kg，  

B絆21．7kぎと冬生れの子牛が約30％多、く摂取してい  

る（P＜軋り5）。なお，離乳後の人工乳給与蛍はB群  

が0．5kg／日多く，また乾草摂取媛を把握していない  

ため，飼料利用性について厳密な比較はできないが、  

両群とも8週軌12適齢までの増休息に差が認められ  

ない乙とより，飼料効果は夏季に比べ冬季は寒冷の  

影響によって幾分低卜する、ものと思われる。  

（2）体重および日増体量の推移 子牛体葛の髄  

体的な推移を知濁ため，一般的に利用されている発育  

梗車と共鑑．g週給毎の平均軌榛準偏差を表4に示  

した。日本ホルスタイン登録協会の発育計算値12う（以  

下．標準値土崎）土比較すると，2適齢から8適齢ま  

では標準値よりやや低く推移し，10～ほ過齢で按摩に  

達している。 

乱 6週齢以降極めて良好な発育各示し，試験終7時  

における体重差はa4～27kgとなった。そのような選  

を生じた原因としてほ，本試験の人丁乳給与最が一般  

的な早期灘乳方式】4）に比べ親分高レベルであったこ  

とがあげられよう。また生時およぴ4．．8，12週齢の 

変動係数ほそれぞれ9．1，8．勘6．8，5．7％であり、週  

齢に．ともない体重の偏薫は小きくなる傾向がみられ，  

全体的に子牛の発育は厨背季節の遠いにかかわらず揃  
っていたものと考えら、れる。  

－24  

妾4 体重の推移と発育標準  
（kg，平均値±倭準偏煮）  

適齢  本試験 ホル協lユ 円本標準2〉 NRC3〉  

生時 4乱9±3．9  41．5   

2  47．2±3．8  51．1   

4  溺．5±4．9  62，3   

6  67．0±5．5  73．5   

8  81．1寸∴5．5   84＿6  

川  96．U±5．9  95．8  

12 110＿9±6．3 107．0  
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1）日本ホルスタイン登録協会   

2）口本飼養標準   

3）Natk汀帽1Research（フounciユ   

注：各適齢の発育標準値は原義より1次回帰式を  
求め帯出した。   

珪時から2適齢までの口増休題は（表札A、群355g  

に対しB群261gと有意（Pく0．05）に少なく，哺乳  

初期において飼育季節が増体に影響を及ぼすことがあ  
るらのと思われる9 しかし，3適齢以後日増体基に有  

意な差はみられず，6過鮪までの累積増体量iまA群  

24．Okg，lミ群24．1kg．試験期間内では両群ともはぼ  

68kgと一致した増体量を示している。このことは．  

子牛の発育に対する飼育季節の影響が生後間もない時  
期には強く，逓齢が進むと認められないとする従来の  

報告7）を確かめた。  

（31子牛の健康状隆 子牛の咲病状況を離乳  

前・離乳扱およぴA・H群に分け表5に示した。下痢  

の発症はA葦7頑，B群6頗と季軌乙よる大貴な煽り  

はないが．6i周齢までの哺乳期に架申している。その  

うち3日以上下郷が緩いた伸体は4頗であり．他は一  

過性のものと判断された。一方．獣詫間の治嵐を要し  

た感冒は6適齢以前にはまったくみられず，離乳彼の  

釦頑のみであった。しかし．感冒・肺炎の前兆とも考  

えられる発咳が確認された伺体は11月およぴ3月未か  

ら5月にかけての春先に多く．季節との関連も示唆さ  

れる。また．下鮒ま離乳軌感冒は離乳径ざと発症時期   
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ッチ内で過している。これを季節別にみた場合，ハッ  

チ内機臥は秋季に約1時間程長いが，有意差はなく．  

各季節の変動係数も10～13％の範囲であった。また，  

ハッチ外横臥は平均0．射時間と短かく，とくに冬は  

0．3時間となり春・真に比べ極めて少ないという特徴  

が認められる（P＜0＿05）。Lかし．いずれの季節ら賓  

動係数iま120％を上廻っており′，ハッチ内横臥に比較  

して個体差が大きい。一方，起立時間はハッチ内・ハ  

ッチ外とも平均3．4時間と一致した数値であった。全  

体として，季節によるハッチ外起立時間の差はないが．  

冬のハッチ内起立時間が春・秋に比べ有意に長く（P＜  

0．Ul）．さらにハッチ外起立時間よりも1時間程長い  

という，他の季節とは異なる様相を示した。また，1  

日のうちハッチ内での横臥t起立時間の占める割合を  

ハッチ利用率とすると，夏臥5％，冬朗．9％となり，  

寒冷期へむかうにづれ利用率は幾分上昇するものと思  
われる。   

Ⅵ7ARNfCKら6）は，ハッチに収容された子牛のユ日  

の横臥率は73．7％と述べており，本試験の平均横臥率  

（71▲7％〕とほぼ等しい。成年の横臥時間は放牧時1  

日約13時間17），舎飼時10．錐澗彗また放し飼い施  

設では623±121分刷となるのに対して．個別飼育さ  

れる子年の横臥時間は4～8時間位多く．概ね17－エ8  

時間に達するものと判断される。新得象試の冬季試  

験8）によれば．慮風時㊥ハッチ内伏臥率は73％である  

が，強風時には25％と新著に低Fし，ハッチ利用率は  

100％になると報告している。さらに客気象要因とハ  

ッチ利用率の関係について検討を加え，最高気温・日  

較差で負の相関，最低気温・風速で正の相関をそれぞ  

れ認めている。Lかし，各気象要因は相互に閑適し合  

っているため，単純に個々の関係のみでは判断できな  

いとしながらも，ハッチ利用率は外気温日韓姜が′トさ  

く，風速が大の壌合，すなわち天候が不順な時に増加  

すると推察している。本試験においても杏週鮪の子牛  

衷5 子年の疾病状況  
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2）B群は11月以降生れの子牛14或   

3）日数は個体こ－と各症状が観察された延日数の  

総和  
が明確に分れているが，本試験と並行して行なった  

IsローXAWAandKoNISIHの報告l引によると，初生子  

牛の免疫グロブリン濃度の消長と下痢・感冒の発生率  
との間に特別な関係はなく，その原因については推測  

の域をil掩い。JoRGEIqSONら射はハッチ飼育と畜舎  

内飼育の子牛の健康を比べた結果．施設間に差はない  

が．哺乳期問を7凋齢まで延長すると卜痢発生率は有  

意に増加すると述べ．Af・pLEMANandOwEN16〉は総  

説のなかで高湿度の葬害を指摘している。おそらく子  

牛のノ健康に影響を及ぼす要因は単一なものでなく．栄養  

的・環境的な虚が複附こ関与しているものと思われる。   

本試験の数値を全体的にみると，疾病の発年率は低  

くないれ死亡した個体はなく．いずれの症状も軽微  

で人半は発症教口後に恢復している。また，狭病と増  

休率との間に虐接的な関連はなく．子牛の発育はほぼ  

槙準値に沿う『常な推移を示した。   

3．子牛の行動  

（1）1日の横臥時間とハッチ利用率 ハッチ内お  

よびハッチ外（ハッチ前面運動場）における子牛の構  

臥・起立時間を観察時期により区分し表6に示した。  
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これらのことを考え合わせると．ハッチで飼育され  

る子牛の行動は，日々の気象環境め変化によってかな  

り強い影響を受けるものと思われるが．冬季にやや特  

徴的な行動線相を示すものの総体的には軍務間に顕著  

1例で4まあるが，吹雪時のハッチ利用率が99％となり．  

朝・夕の哺乳時期（15分間）以札ハッチ内で生活す  

るのを観察している。なお，同数債は褒6の集計から  

除外した出  

紘
 
臥
 
率
（
％
）
 
 

8  12  16  20  24  

図2 時刻別横臥割合の推移  

4  （時）  

12  16  20  24  

図3－b ハッチ外起立割合の推移  

－26  

4 （時）   
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く影響されながらも，気温や風雨・日照時掛日射量・  

日の極目の入時刻などの気象要因もかなり関与してい  
るものと推察された。  
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な相違はないと判断されナこ。  

（2）1日の行動パターンの変化 1日を2時間ご  

とに分けて各行勅出現率の変化を図2，3に示L∴た。  

季節の区分は観察例数・年齢構成による偏りを少なく  
するため，7－9月を夏季（細孔23．7±15．7日齢），12  

～3月を冬季（27例，23．0±17．2日齢）として集計した。  

図2にみられるようにハッチ内横臥率は夏・冬とも類  

似した変化様相を示し，1日の平均値も夏68％．冬67  

％とはぼ等しいが．冬季に比べ夏季の日中検臥率は高  

く，夜間その割合が逆転している。とくに18時以後．  

冬季のハッチ内横臥率は急速に高まり，朝6暗まで平  

均押％を上廻る安定した推移を示した。また夏季に  

は10時から14暗までの横臥率が81％に達し，冬季の  

同じ時間帯に比べ有意（Pく0，倶）に高い数億となっ  

た。この点については．，夏季の同時間器はRざしが非  

常に強く，子牛は日光の直射を避けるためノ、ッチ内で  

横臥しているものと思われる。¶方，ノ＼ヅチ外で横臥  

する割合は雨季節とも非常に低いが．貞はどの時間滞  

においても個体によっては出現の可能件が存在する。  

これに対して，冬季の16暗から6時までの夜間には  

まったく観察されていない。おそらく，当地方の冬の  

一般的な外気温の変化からみても当然のことと判断し  
てよかろう。   

ハッチ内起立割合（図3－a）は，鼻・冬とも夜間ほ  

ぼ同様な推移を示し．B時から18時の間にやや相異が  

みられる。とくに冬季の16暗から18時に大きなピー  

クがあり．出現率は夏季の2倍となった。このような  

逢いを生じた理由とLては，真に比べ冬の日没が早く，  

17時頓には暗闇となるため，ハッチ内での起立割合が・  

多くなったものと考えられる。また，ハッチ外起立割  

合（凶3－b）も，季節を問わず朝・夕2回のピークが  

認められた。夏と冬を比較した場合，夕方の羞が小さ  

いのに対し，朝8暗から10時の時間帯では冬季59％  

となり星季ロ）2倍近い数値であった（1J＜0．01）e さ  

らに10暗から14時においても冬のハッチ外起立割合  

が高く，子牛の日光浴に対する欲求とも関係があるよ  

うに思われる。   

このように，ハッチ内・ノ、ッチ外とも起立割合は  

朝■夕の哺乳時間帯（離乳後は給水時間帯）に多くな  

り．夜間は非常に少ない。また，冬季は朗の活動開始  

時剥がやや遅くなり（図3－b），□光の射す8時から  

lヰ時頃までほハッチ外へ出る時間が長くなることか  

ら，子牛ロ）行動・生活リズムは哺乳や給飼・給水に強  

－ 27 －   
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